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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
2
7
0
0
部

7
月
29
日
、
東
京
土
建
は
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品
川
で
「
秋
の
大
運
動
・
拡
大
月
間
成
功
に

向
け
た
全
都
活
動
者
会
議
＆
拡
大
決
起
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
支
部
か
ら
4
7
3
人
が
参
加

し
て
、
秋
の
拡
大
目
標
達
成
へ
意
思
統
一
し
、
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

犠牲者のご冥福を祈る白滝書記長

7
月
26
日
発
生
し
た
、
安
藤
ハ

ザ
マ
が
元
請
の
「
多
摩
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
（
多
摩
市

唐
木
田
）
の
火
災
で
は
、
約
3
2

0
人
の
現
場
従
事

者
の
う
ち
、
43
人

が
被
災
、
そ
の
う

ち
5
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
亡
く

な
っ
た
方
で
は
3

人
が
全
建
総
連
の
組
合
員
（
東
京

土
建
足
立
支
部
、建
設
ユ
ニ
オ
ン
、

神
奈
川
県
連
）
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
負
傷
者
の

中
に
も
東
京
土
建
の
組
合
員
の
存

在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
故
の
翌
日
、
白
滝
書
記
長
、

中
村
（
修
）
・
唐
澤
専
従
常
任
中

執
ら
で
火
災
現
場
へ
出
向
き
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
へ
花
を
手
向
け
、

ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
建
物
を

覆
う
シ
ー
ト
は
焼
け
焦
げ
、
出
火

当
日
に
労
働
者
が
退
避
し
た
コ
ン

ビ
ニ
の
駐
車
場
は
消
防
関
係
、
警

察
関
係
の
車
両
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

8
月
8
日
に
は
、
八
王
子
労
働

基
準
監
督
署
に
対
し
、
全
建
総
連

関
東
地
方
協
議
会
（
東
京
都
連
、

川
崎
中
部
建
設
労
組
、
建
設
ユ
ニ

オ
ン
、
東
京
土
建
）
と
し
て
事
故

の
原
因
究
明
、
施
工
体
制
、
労
働

者
性
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行
な

い
ま
し
た
。
元
請
の
安
藤
ハ
ザ
マ

は
、
過
去
に
別
の

工
事
現
場
に
お
い

て
も
同
様
の
事
故

を
発
生
さ
せ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
事

故
の
再
発
防
止
に

向
け
て
厳
し
く
指
導
す
る
こ
と

と
、
あ
わ
せ
て
、
元
請
に
対
し
、

遺
族
へ
の
万
全
の
補
償
を
す
る
よ

う
指
導
を
求
め
ま
し
た
。
八
王
子

労
働
基
準
監
督
署
は
「
警
察
・
消

防
、
労
働
局
が
協
力
し
て
調
査
中

で
あ
り
、
監
督
署
が
単
独
で
公
表

で
き
な
い
事
が
多
々
あ
る
」
と
し

な
が
ら
も
、
「
八
王
子
監
督
署
に

相
談
し
て
ほ
し
い
。
労
災
申
請
時

に
は
不
明
な
点
は
空
白
で
も
受
け

付
け
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

な
お
、
分
離
発
注
と
い
う
こ
と

で
通
信
大
手
の
「
日
本
コ
ム
シ
ス

（
電
気
）」
も
元
請
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
お
り
、
労
災
申
請
の
関

係
で
労
働
者
性
等
の
問
題
に
つ
い

て
交
渉
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

473人を集めて成功させた活動者会議

活
動
者
会
議
の
冒
頭
、
挨
拶
に

立
っ
た
松
丸
一
雄
委
員
長
は
「
月

間
目
標
・
年
間
目
標
達
成
と
、
実

増
を
目
指
し
て
全
支
部
一
丸
と
な

っ
て
奮
闘
を
お
願
い
し
た
い
。
仲

間
の
声
に
応
え
ら
れ
る
、
頼
り
に

な
る
組
合
と
し
て
組
織
増
勢
と
組

織
強
化
に
向
け
て
奮
闘
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
日
本
社
会
の
課
題
に
ど
う
立

ち
向
か
う
か
」
と
題
し
て
講
演
し

た
東
京
大
学
大
学
院
の
本
田
由
紀

教
授
は
若
者
の
貧
困
、
教
育
格
差

な
ど
の
問
題
を
示
し
、
諸
問
題
の

解
決
に
向
け
た
新
し
い
社
会
モ
デ

ル
を
提
示
し
ま
し
た
。

白
滝
誠
書
記
長
の
基
調
報
告

で
、
秋
の
運
動
の
基
本
方
向
と
重

点
課
題
を
確
認
。
中
村
組
織
部
長

の
秋
の
拡
大
月
間
方
針
で
仲
間
と

団
結
し
構
え
と
決
意
を
固
め
る
8

月
の
準
備
行
動
を
提
起
し
、
秋
の

拡
大
月
間
の
意
義
と
行
動
ス
ロ
ー

ガ
ン
、
月
間
の
行
動
重
点
な
ど
を

提
起
し
ま
し
た
。
ま
た
本
部
特
別

報
告
と
し
て
、
小
坂
剛
賃
対
部
長

が
丸
の
内
3
―
2
計
画
現
場
で
の

組
合
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

支
部
報
告
は
江
戸
川
支
部
と
三

鷹
武
蔵
野
支
部
が
行
な
い
、
川
島

裕
生
江
戸
川
支
部
組
織
部
長
が
、

秋
の
拡
大
月
間
で
は
日
中
の
事
業

所
訪
問
行
動
と
夜
間
で
は
群
会
議

訪
問
・
群
役
員
訪
問
を
通
し
て
進

め
る
組
織
強
化
と
、
宣
伝
力
の
強

化
を
重
点
に
取
り
組
む
と
報
告
。

矢
内
雅
之
三
鷹
武
蔵
野
支
部
書
記

長
は
、
分
会
組
織
強
化
に
向
け
た

交
流
と
、
事
業
所
組
合
員
を
協
力

し
合
え
る
仲
間
と
し
て
呼
び
込
ん

で
行
く
こ
と
を
重
点
に
、
準
備
活

動
を
進
め
る
と
報
告
し
ま
し
た
。

仲
間
の
涙
は

た
か
ら
も
の

第
2
部
の
拡
大
決
起
集
会
で

は
、
中
村
組
織
部
長
が
「
幹
部
役

員
、
書
記
局
、
分
会
・
群
の
仲
間
、

青
年
部
、
主
婦
の
会
、
シ
ニ
ア
友

の
会
が
一
丸
と
な
っ
て
秋
の
運
動

の
大
成
功
へ
意
思
統
一
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
拡
大
月
間
成

功
へ
の
訴
え
を
行
な
い
ま
し
た
。

続
い
て
ダ
ル
マ
の
目
入
れ
を
行
な

い
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

来
賓
は
全
建
総
連
の
奈
良
統
一

書
記
次
長
、
松

尾
慎
一
郎
社
保

対
部
長
、
徳
森

岳
男
住
対
部
長

と
、
東
京
地
評

か
ら
荻
原
淳
議

長
、
井
手
口
行

夫
副
議
長
、
松

森
陽
一
事
務
局

長
、
井
澤
智
常

任
幹
事
が
出
席

し
、
奈
良
書
記

次
長
と
荻
原
議

長
か
ら
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。

主
婦
の
会
、

シ
ニ
ア
友
の
会
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
、
若
手

書
記
の
決
意
表
明
に
続
い
て
、「
共

に
駆
け
抜
け
ろ
！
嬉
し
涙
も
悔
し

涙
も
仲
間
の
涙
は
た
か
ら
も
の
」

（
北
）
、
「
今
こ
そ
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

ｏ
ｆ

ｏ
ｎ
ｅ
！
3
0
0
0
人

の
山
を
越
え
、
轍
さ
え
な
い
道
を

さ
ら
に
進
も
う
」（
渋
谷
）
、
「
狛

江
半
端
な
い
っ
て
！
」（
狛
江
）、

「
仲
間
の
つ
な
が
り
で
強
い
組
織

へ
、
オ
ー
ル
清
瀬
久
留
米
で
50
周

年
を
盛
り
上
げ
よ
う
!!
」
（
清
瀬

久
留
米
）
な
ど
、
全
支
部
が
特
徴

あ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
ア
ピ
ー
ル

し
、
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

元気いっぱいの渋谷支部

■
平
安
時
代
に

権
勢
を
振
る
っ
た

藤
原
道
長
は
糖
尿

病
だ
っ
た
と
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ

ア
ム「
偉
人
た
ち
の
健
康
診
断
」

で
解
説
し
て
い
た
。
道
長
の
事

績
を
記
し
た
記
録
の
な
か
に

「
口
が
渇
き
や
た
ら
と
水
を
飲

む
」
な
ど
、
糖
尿
病
の
症
状
が

疑
わ
れ
る
記
述
が
あ
り
、
50
歳

く
ら
い
か
ら
は
目
が
ほ
と
ん
ど

見
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
道
長

は
日
中
か
ら
深
夜
に
及
ぶ
会

議
、
頻
繁
な
宿
直
な
ど
の
不
規

則
な
生
活
が
続
き
、
あ
ち
こ
ち

の
臓
器
の
体
内
時
計
が
狂
い
、

糖
尿
病
を
引
き
起
こ
し
た
の
だ

と
い
う
。

■
夏
の
夜
明
け
は
早
い
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
急
に
明
日
か
ら

1
〜
2
時
間
早
く
起
き
て
仕
事

を
始
め
た
り
し
た
ら
、
体
内
時

計
が
狂
う
の
で
は
な
い
か
。
一

年
の
な
か
で
日
の
出
も
日
没
も

ゆ
っ
く
り
と
変
化
し
、
私
た
ち

は
こ
れ
に
適
応
し
て
き
た
。
急

激
な
生
活
リ
ズ
ム
の
変
更
は
健

康
へ
害
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。

■
東
京
五
輪
を
成
功
さ
せ
よ

う
と
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
導
入
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
含
め
た
約
1
カ
月
の

た
め
に
、
国
民
の
健
康
を
犠
牲

に
す
る
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

か
。
Ｅ
Ｕ
で
は
サ
マ
ー
タ
イ
ム

は
デ
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い
と
廃

止
へ
論
議
が
始
ま
っ
て
い
る
。

健
康
へ
の
影
響
の
他
に
、
夜
間

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
減
ら
す

効
果
も
見
ら
れ
ず
、
レ
ジ
ャ
ー

活
動
も
活
性
化
し
な
か
っ
た
そ

う
だ
。
五
輪
に
は
健
康
へ
の
関

心
を
高
め
る
意
義
が
あ
る
と
い

う
が
、
国
民
の
健
康
が
損
な
わ

れ
て
は
意
味
が
な
い
。

仲
間
に
頼
ら
れ
る
組
合
へ

組
織
増
勢
・
強
化
へ
奮
闘
し
よ
う

フ
ク
シ
マ
と

つ
な
が
ろ
う

元
請
へ
指
導
を
求
め
る

原
発
事
故
で
奪
わ
れ
た
暮
ら
し

と
人
権
を
取
り
戻
す
た
め
、
フ
ク

シ
マ
に
連
帯
す
る
「
9
・
17
さ
よ

う
な
ら
原
発
全
国
集
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
﹇
日
時
と
場
所
﹈
9
月

17
日
（
月
・
祝
）
12
時
30
分
〜
、

代
々
木
公
園
Ｂ
地
区

唐
木
田
火
災
事
故
で
５
人
死
亡


